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氏 名

2022 年度 立命館大学大学院 

食マネジメント研究科【博士課程前期課程】

入学試験問題
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2021 年 11 ⽉ 6 ⽇（⼟）実施 

2022 年度 ⽴命館⼤学⼤学院 ⾷マネジメント研究科 博⼠課程前期課程 

⼀般・社会⼈・外国⼈留学⽣ ⼊学試験 試験問題 

科⽬名 筆記試験（論述）  ／ 全 4 ページ 

試験時間 9：30   10：50 ／ 80 分 

 

以下の問題Ⅰ Ⅲの全てについて解答しなさい。 

 

[解答上の注意] 

 

解答は答案⽤紙を使⽤してください。 

 

答案⽤紙の「受験科⽬名」の欄には何も記載しないでください。 

「受験番号」「⽒名」の欄は記載してください。 

 

解答を記載する際、どの問題の解答か分かるよう、問題番号を記⼊のうえ解答を記

載してください。 
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問題Ⅰ 

  資料の図 1 および図 2 に関する以下の⽂章を読み、質問(1) (2) に答えなさい。 
 図 1 は、農林⽔産省発表の資料に基づき 1965 年から 2019 年までの畜産物の品⽬別⾃給率の推移を⽰
したもので、図 2 は、各品⽬の輸⼊飼料への⾃給率の依存度を表したものです。 
 ⾁類、鶏卵、乳及び乳製品のそれぞれの⾃給率は国内で⽣産された重量と消費された重量を⽤いた次式によ
り算出しています。 

   品⽬別⾃給率（％ 重量ベース）＝ 国内⽣産量 ÷ 国内消費量 × 100 

 なお、国産飼料で飼育された家畜により⽣産された畜産物の⾃給率を破線で⽰し、輸⼊飼料を含むすべての
家畜⽤飼料を使⽤した⽣産分の⾃給率を実線で⽰しています。 

 
(1) 図 1 の各品⽬の⾃給率には輸⼊飼料による⽣産分も含まれています。①各品⽬の⾃給率が輸⼊飼料にどの
程度依存しているか、すなわち輸⼊飼料への⾃給率の依存度（％）を知るための計算式を⽰しなさい。ただし全
ての家畜飼料によるある品⽬の⾃給率を A、国内飼料による同じ品⽬の⾃給率を B とします。②さらに、図 2 のグ
ラフのそれぞれの結果 a c が、図１のどの品⽬について輸⼊飼料への⾃給率依存度を⽰したものか、品⽬名を答
えなさい。 
 
(2) ⾃給率を算出する際、加⼯過程や⾷べられずに廃棄された⾷料は消費量として扱います。我が国では⾷品
関連事業者から⼀般家庭に⾄るあらゆる場⾯で、⾷品ロスを削減する取り組みが進められています。このことは⾃給
率にどのように影響するでしょうか。あなたの考えを説明しなさい。（5 ⾏程度） 
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問題Ⅱ 

資料の図 3 8 に関する以下の⽂章を読み、質問(1) (2) に答えなさい。 
 図 3 は令和 2（2020）年におけるカロリーベースと⽣産額ベースの⾷料⾃給率を表しています（2 種類の⾃
給率の定義については、下の注参照）。図 4 の表は世界の品⽬別⾃給率を⽰しています。図 5 のグラフは
1965 年から 2020 年までの⽇本の⾷料⾃給率の推移、図 6 は 2001 年から 2018 年までの世界の⾃給率
の推移を⽰しています。 
 図 5 によれば、⽇本の⾃給率は 1965 年当時達成していた⾼いレベルから逓減し、カロリーベースでは 1965
年の半分まで低下しています。図 3・図 4 で品⽬別⾃給率が 100%に満たないものは、その差分を輸⼊で補っ
ていることを意味します。 
 他⽅、図 7 は⽇本の⾷料輸出の推移を⽰しています。輸出総額は順調に増加しています。図８は 2019 年
の品⽬別輸出額の表で、「対前年同期の増減率」欄の▲がついている数値は前年に⽐して減少率であり、そう
でない数値は前年に⽐して増加率であることを⽰しています。 

注）⾃給率の定義 
カロリーベース 1 ⼈ 1 ⽇当たり国産供給熱量(918kcal)／1 ⼈ 1 ⽇当たり供給熱量(2,426kcal)＝37％（令和 2 年）

⽣産額ベース ⾷料の国内⽣産額(10.3 兆円)／⾷料の国内消費⽀出額(15.8 兆円)＝67％（令和 2 年）

(1) ⼀般に、「仮説 A 国内⽣産余⼒が⾼い品⽬は輸出にまわる」と考えられがちですが、本当にそうでしょうか。
図 7 と図 8 から農産物の輸出品⽬のうち輸出額の⽐重が⾼い品⽬を特定し、その品⽬の輸出額の伸びと、図 7
と図 8 から読み取れるその品⽬の⾃給率を⽐較し、仮説 A を検証しなさい。（5 10 ⾏程度）

(2) カロリーベースでは令和 1 年の⽇本の総合⾷料⾃給率は 38%にとどまっています。図 5 が⽰すように政府は
⾃給率の反転上昇を⽬標にしていますが、その達成は容易ではないと⾔われています。それにもかかわらず、⽇本の
⾷料輸出は順調に増加しています(図 7)。図 4・図 6 からもわかるように、⾃給率が 100%を切る国は⽇本の他に
も多く存在し、それらの国も⾷料輸出を⾏っています。このことから、①他国との交易は⾃国の利益となるのか、②ま
たある国が何を輸出して何を輸⼊すべきなのかについて、資料を参照しつつ、あなたの考えを論理的に述べなさい。
（①②を合わせて 10 15 ⾏程度）
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問題Ⅲ 

 資料の図 9 12 に関する以下の⽂章を読み、資料を参照しながら質問(1) (2) (3)に答えなさい。 
 ⾷⽣活の変化は⾷料⾃給率に影響を与えます。⾷⽣活の欧⽶化によって、⾃給率の低い⼩⻨・⾁・油脂類
の消費が増⼤すると、全体的な⾷料⾃給率も低下します。そこで、⾃給率の⾼い⽶を中⼼とした「⽇本型⾷⽣
活」への回帰を訴える動きもあります。図 9 12 は、農林⽔産省東海農政局の作成資料「⽇本型⾷⽣活につ
いて（我が国の⾷⽣活の現状と⾷育の推進について）」の⼀部を抜粋したものです。 
 ただし、図 9 でも述べられているように、ここで「⽇本型⾷⽣活」と⾔われているものは、1970 年から 1980 年
ごろという、ごく短いある⼀時期の⾷の形にすぎません。共働きの増加などその後の社会変化に伴うライフスタイル
の変化や、保存・加⼯技術や知識の発展等を考えれば、⽇本の社会全体がこの時期の⾷⽣活に戻ることはあり
得ないと⾔ってよいでしょう。 
 ⾷⽣活のあり⽅も含め、⽂化とは、常にその時々の政治・経済や社会状況の中で構築され続けているもので
す。この資料も、よく読むと 1970 年から 1980 年代の⾷⽣活そのものへ回帰することだけを推奨しているのでは
なく、それ以降の新しい⾷のスタイルが「⽇本型⾷⽣活」の中に取り⼊れられていることがわかります。 

 
(1) 過去の⾷⽣活への回帰を訴えるだけでは、どのような問題が⽣じうるのでしょうか。（2 4 ⾏程度） 

 
(2) 資料中で推奨されている「⽇本型⾷⽣活」のなかに、どのような新しい⾷のスタイルが含まれているのかを分析し
て記述してください。（2 4 ⾏程度） 
 
(3) 現代のライフスタイルにあった新しい⾷べ⽅や商品で、⾷料⾃給率の向上につながると考えられるものを複数あ
げ、それがどのように⾷料⾃給率の向上につながるのか説明してください。既存のものでも架空のものでもかまいません。
（２ 5 ⾏程度） 
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出典：「総合食料自給率（カロリー・生産額）、品目別自給率等」（農林水産省）
       （https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/zikyu_ritu/attach/pdf/012-17.pdf）

出典：「総合食料自給率（カロリー・生産額）、品目別自給率等」（農林水産省）
       （https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/zikyu_ritu/attach/pdf/012-17.pdf）

資料
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問題 （図 3 8） 

図 3 令和 2(2020)年度 ⾷料⾃給率 （農⽔省） 

図 4 品⽬別世界 ⾷料⾃給率（2018 年）

出典：「令和2年度食料自給率・食料自給力指標について」（農林水産省）
       （https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/anpo/attach/pdf/210825-6.pdf）
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図 5 ⾷料⾃給率 ⻑期的推移 

図６ 世界 ⾷料⾃給率推移（ % 試算）  

出典：「令和2年度食料自給率・食料自給力指標について」（農林水産省）
       （https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/anpo/attach/pdf/210825-6.pdf）

出典：「諸外国・地域の食料自給率等について」（農林水産省）
        （https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/zikyu_ritu/attach/pdf/013-3.pdf）
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図 7 2019 年 農林⽔産物 ⾷品 輸出実績

図8: 2019年 農林⽔産物 ⾷品 輸出額（品⽬別）  

出典：「2019年の農林水産物・食品の輸出実績」（農林水産省）
        （http://www.kantei.go.jp/jp/singi/nousui/yunyuukoku_kisei_kaigi/dai6/siryou1.pdf）

出典：「2019年の農林水産物・食品の輸出実績」（農林水産省）
        （http://www.kantei.go.jp/jp/singi/nousui/yunyuukoku_kisei_kaigi/dai6/siryou1.pdf）
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問題 （図 9 12） 

図9 12 ⽇本型⾷⽣活について 

図9 

図10 

出典:「「日本型食生活について」（我が国の食生活の現状と食育の推進）」(農林水産省) 
       (https://www.maff.go.jp/tokai/kikaku/renkei/pdf/kougi-nihongatasyokuseikatsu.pdf)より抜粋
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図11 

図12 
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受験番号  

氏  名  

 

2022 年度 立命館大学大学院 

食マネジメント研究科【博士課程前期課程】 

入学試験問題 
 

筆記試験（論述） 
 

試験時間 

9：30～10：50 （80 分） 

2022 年 2 月 5 日（土） 
 

 

≪注意事項≫ 

１．配布された問題用紙、答案用紙等の所定欄に受験番号ならびに氏名を記入し

てください。 

２．解答は日本語を用い、答案用紙に横書きで記入してください。 

３．試験終了後、配布した問題用紙などはすべて回収します。 

1
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2022 年 2 ⽉ 5 ⽇（⼟）実施 

2022 年度 ⽴命館⼤学⼤学院 ⾷マネジメント研究科 博⼠課程前期課程 

⼀般・社会⼈・外国⼈留学⽣ ⼊学試験 試験問題 

科⽬名 筆記試験（論述） 

試験時間 9：30   10：50 ／ 80 分 

 

以下の問題Ⅰ Ⅲの全てについて解答しなさい。 

 

[解答上の注意] 

 

解答は答案⽤紙を使⽤してください。 

 

答案⽤紙の「受験科⽬名」の欄には何も記載しないでください。 

「受験番号」「⽒名」の欄は記載してください。 

 

解答を記載する際、どの問題の解答か分かるよう、問題番号を記⼊のうえ解答を記載

してください。 

  

3

公開用P.13



B

問題Ⅰ 

下の⽂章を読み、資料の図１ ３を参照しながら、以下の質問(1) (2)に答えなさい。 
「和⾷」は、平成 25(2013)年 12 ⽉ 4 ⽇に、ユネスコ無形⽂化遺産に登録されました。⽂化庁によると、「多

様で新鮮な⾷材とその持ち味の尊重」、「栄養バランスの優秀さ」、「季節感やそれを醸し出す部屋の調度品や
器」、「伝統⾏事との密接な関わり」の 4 点が「和⾷」を特徴づけるとされています。 
 伝統⾏事に結びついた和⾷には、京野菜に代表されるような地域の伝統野菜を重視して使⽤する傾向がありま
す。伝統野菜の中には栽培の難しさや収量の少なさのために絶滅の危惧にさらされているものもありますが、京野
菜は平成元年(1989 年)から「ブランド化」戦略をとることで危機を乗り越えてきたと⾔えるでしょう(注 1)。ブランド化
によって、⼀般農産物に⽐して割⾼でも安定的な販売量が確保できるようになり、地域農業の振興に資すると期
待されます。例えば、京野菜の⼀種である万願寺とうがらしは、昭和 50 年代（1975 1984 年）までは地元
でしか販売されていなかったにも関わらず、2000 年代に⼊ると⾸都圏においても流通するようになっていることから
も(注２)、ブランド化によって地域の伝統野菜の栽培や販売が地域を超えて広く流通しやすくなることがわかります。 
 ブランド化戦略には正と負の両側⾯が共存します。ブランド化による農業経営戦略は、栽培が困難で収量が少
ない伝統野菜を守る⼀⽅で、ブランド化された伝統野菜の⾼価格化を招く可能性があります。経済学や経営学に
よれば、「ブランド化」戦略の本質は、ブランド化されていない同種の他の品と差別化し、質的な違いがさほどなくて
も、同種の他の品との競合を避け、ブランド化された品への消費者のロイヤルティを⾼めることで、⾼価格で安定し
た販売量を達成することにあります。経済学の余剰分析に基づいた⾔い⽅をすれば、ブランド化戦略は消費者の
厚⽣を減らして、供給者の厚⽣を上げる⼿段であるということになります。

(1) 図１は勤労者世帯において「修正エンゲル係数」が低下傾向であることを⽰しています。修正エンゲル係数は
物価変動分を考慮して数値を修正したものです。図２は消費者の⾷料⽀出額の内訳の経年変化を⽰しています。
図３は 1 ⼈当たりの平均可処分所得の推移を⽰しています。⽣活に必要な⾷料⽀出額は所得の⾼低にそれほど
依存しないため，通常エンゲル係数は所得が低いほど⾼まるはずですが，図１と図３からは、1999 年以降、可処
分所得が低下傾向にある中でもエンゲル係数が低下している様⼦が⾒て取れます。
 図１ ３から、①勤労者世帯の⾷の営みにどのような変化が起きていると考えられますか。そのような変化の中で，
②和⾷を⽀える伝統野菜がブランド化傾向を強めることは、家庭で提供される和⾷の姿にどのような影響を及ぼすと
考えられますか。①②の論点について、⽂化庁の定めた「和⾷」の特徴を適宜参照しながら、あなたの考えを述べな
さい。（5 10 ⾏程度）

(2) 図１と図２の内容を参照しつつ、家庭で供する「和⾷」、家庭の外で⾷する「和⾷」に分け、今後の「和⾷」⽂
化及びそれにまつわる経済活動の振興に向けて、どのような対策や留意点が必要か論じなさい。（10 15 ⾏程
度）

4

【参考】
松井 実「京野菜ブランド化戦略の新展開」（『フードシステム研究』第18巻2号, 2011年）
小野 浩「京野菜の生産と流通」（『日本調理科学会誌』第37 巻 3 号 p.316-319,2004年）
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問題Ⅱ 

以下の味の感知能⼒に関する⽂章を読んで、次の質問(1) (2)に答えなさい。 
 ⾷べるという⾏為には様々な運動機能と、⾆ざわり、⻭ざわり、のど越し等の物理的特徴を捉える触覚や、⾊合
いなど⾒た⽬の特徴をとらえる視覚、⾳の情報をとらえる聴覚、味覚、嗅覚といった複雑な感覚・認知機能が関
わっています。このうち、嗅覚と味覚はそれぞれ刺激を感知すると、脳において情報が処理される過程で、互いに
影響しながら発達することがわかっています。我々の感覚のバリエーションは全てが⽣まれながらに刷り込まれている
ものではなく、⾷からの刺激を受け続けるごとに、脳は膨⼤な嗅覚と味覚の情報をそれぞれ巧みに関連付け、複
雑化された「味」のイメージを作り上げていくのです。そこに温度や硬さ、⾳、視覚などの情報が加わることで、より細
やかな感覚として磨かれ記憶されることになります。つまり、幼少期から様々な⾷の刺激を体験させることは、⾷べ
物を味わう機能を発達させるためには⽣物学的に理にかなったやり⽅といえます。 

(1) 例えば「お茶」を飲んだときの感じ⽅や伝え⽅として、幼少期の⾷体験が極めて乏しい⼈と、豊かな⼈で、どのよ
うな違いが⽣じると考えられますか。上の⽂章をふまえて記述しなさい（5 10 ⾏程度）。

(2) 問題Ⅰで紹介されている⽂化庁が定義した「和⾷」の特徴を踏まえると，⽇本ではどのような⾷習慣を幼少期
に形成することが重要だと思われるか，あなたの考えを述べなさい。（5 10 ⾏程度）
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問題Ⅲ 

以下の⽂章を読んで次の質問(1) (2)に答えなさい。 
  ⽇本発の⾷べ物は、世界各地で進出した先の⾷⽂化に応じてローカル化され、新しい形を⽣み続けている。
東南アジアでは⽇本のしゃぶしゃぶ等をもとにタイで発達したタイスキが、⽇本料理として広く供されている。アメリカ
で 1960 年代に開発されたカリフォルニアロールは、世界にすしが普及するきっかけとなった。アボカドなどを裏巻き
にしたことで、⽣⿂や海苔を⾷べる習慣のない⼈びとにも受け⼊れられたのである。この流れを受けて世界各地で
それぞれの⾷嗜好に合わせたフュージョン寿司が創作されている。 
 ⽇本で⻑らく⾷べられてきた形を「正しい⽇本⾷」とし、それ以外を「まがい物」として取り締まろうという意⾒もあ
る。2006 年、当時の農林⽔産⼤⾂は、まさにそのような発想のもとに海外の⽇本⾷レストランの認証制度を作
成することを発表したが、海外メディアは「スシポリス」がやってくるなどと反発した。また有識者会議でも、客観的な
認証基準作成の困難、⽂化的な嗜好の違いに合わせる必要性、排他的な制度を作ることでフュージョン料理も
含めたさらなる発展を阻害することへの危惧などが指摘された。その結果、国際的な⽇本⾷推進の⽅向性は、⽇
本⾷レストランの技術向上や⽇本⾷・⽇本⾷材の海外市場開拓をサポートする⽅向へと改められ、⽇本⾷を提
供できる店を推奨する機関として、2007 年に NPO 法⼈⽇本⾷レストラン海外普及推進機構（JRO）が設
⽴された。（中略） 
 ⽂化とは、常に新たに構築され続ける存在である。⽇本⼈は外来の⾷⽂化を取り⼊れ、⼤胆なアレンジで⾷
⽂化の⼀部としてきた。室町時代にポルトガルから伝わったてんぷらは今や⽇本を代表する料理である。明治時
代にもたらされたビーフシチューが⾁じゃがになり、おふくろの味になったのも、アメリカからきたハンバーガー店で照り焼
きバーガーが定番となったのも、みな⽇本の⾷⽂化である。また世界各地でアレンジされた⽇本⾷も、⽇本の⾷の
発展型であり、同時に各地の⾷⽂化でもあると考えてもよいだろう。 
(江原絢⼦編著 『⽇本⾷の⽂化 原始から現代に⾄る⾷のあゆみ』、アイ・ケイコーポレーション、2021 年、
192-193 ⾴)

上記の⽂章の内容をふまえて、2006 年に発表されたものの⼤幅な⽅向修正を余儀なくされた海外の⽇本⾷レス
トランの認証制度案について、(1)その短期的な実現性に関する問題点、(2)⻑期的な予測として考え得る弊害に
ついて、具体的な例をあげながら説明しなさい。（各 3 ５⾏程度）
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図 1 エンゲル係数と修正エンゲル係数の推移（1980 2017）2 ⼈以上の世帯のうち勤労者世帯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典 家計調査（総務省統計局） 
注）１．1999 年以前は農林漁家世帯を除く結果，2000 年以前は農林漁家世帯を含む結果。 
   ２．修正エンゲル係数は，物価変動の影響を除去した実質額を消費者物価指数の「持ち家の帰属家賃を除く総合」及び「⾷料」を

⽤いて 2015 年価格で求め，その結果を⽤いて算出している。 

 

図 2 1 ⼈当たりの実質⾷料⽀出額の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典 家計調査（総務省統計局） 
注）１．1999 年以前は農林漁家世帯を除く結果，2000 年以前は農林漁家世帯を含む結果。 
   ２．⾷料中分類により⼤まかに区分しており，素材⾷品系としている中にも，麺類（穀類），ツナ⽸詰（⿂介類），ハム・ソーセー

ジ（⾁類），ヨーグルト（乳卵類）など加⼯⾷品が含まれている。  
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図 3 世帯⼈員 1 ⼈当 平均可処分所得 推移 

注）世帯⼈員 1 ⼈当 平均可処分所得＝（1 世帯当 平均可処分所得）/ 世帯⼈員数 
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